
年間授業計画　新様式

 科目

教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 8 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【 知　識　及　び　技　能 】

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

歌 器 創

芸術（音楽） 音楽Ⅰ

芸術（音楽） 音楽Ⅰ 1

　音楽Ⅰ　改訂版　　Tuuti　Plus トゥッティ　プラス　（大修館）

芸術（音楽）

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

音楽Ⅰ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

曲想と音楽の構造や文化的・歴史的背景などとの関わり及び
音楽の多様性について理解すると共に、創意工夫を生かした
音楽表現をするために必要な技能を身に付けるようにする。

自己のイメージをもって音楽表現を創意工夫することや、音
楽を評価しながらその良さや美しさ自ら味わって聴く、演奏
することができるようにする。

主体的・協働的に音楽の幅広い活動に取り組み、生涯にわた
り音楽を愛好する心情を育むと共に、感性を高め、音楽文化
に親しみ音楽によって生活や社会を明るく豊かなものにして
いく態度を養う。

３

学

期

６．合唱祭の練習・自由曲
【知】曲想と歌詞との関りについて理解している。創意
工夫を生かした歌唱表現をしている。
【思】正しい発声に気を付け、リズム旋律を知覚しそれ
らの働きを感受しながら知覚したことと感受したことと
の関わりついて考えどのように歌うか表現意図を持って
いるか。
【主】合唱曲に興味・関心を持ち、主体的に・協働的に
取り組む。

①自由曲
　☆①各クラスごと読譜指導
②各クラスごとの練習
パートリーダーを中心にパート
練習、全体練習

　

○

○ ○ 6

〇 〇

表現
鑑
賞

評価規準 知 思 態
配
当
時

数

○ ○ ○ 3

〇

【知】音楽の特徴と文化的・歴史的背景との関り、及び様々な歌唱表現
や器楽表現の特徴を理解しようとしている。
【思】ミュージカルの曲想、発声などを知覚し、それらの働きを感受し
ながら知覚したことと感受したことの関りを考えようとする。
【主】作品が実話に基づくことから、第二次世界大戦における時代の考
察や登場人物の心情に関心を持ち、主体的・協働的に鑑賞の学習活動に
取り組める。

○ ○ ○

○

【知】本校校歌の生い立ちや、歌詞の意味を理解し、これからの３年間
の学校生活に期待を込め歌詞を覚えて歌えるか。
【思】正しい発声に気を付け、リズム旋律を知覚しそれらの働きを感受
しながら知覚したことと感受したこととの関わりついて考えどのように
歌うか表現意図を持っいているか。
【主】校歌に興味・関心を持ち、主体的に・協働的に取り組める。

4

２

学

期

３．器楽　ギターの基本的な奏法とアンサンブル
【知】ギターを通して、楽器の音色やリズムとの関りに
ついて理解する。創意工夫を生かした器楽表現をするた
めに必要な知識や他者との調和を意識して演奏する技能
を身に付け、ギターで表している。【思】音色、リズム
テクスチュアを知覚しそれらの働きを感受しながら知覚
したことと感受したこととの関りについて考え、どのよ
うに演奏するか表現意図を持っている。
【主】音色の工夫やグレードごとに難易度が上がってい
くことを自覚し、アンサンブルをしながら主体的・協働
的にギターの学習活動に取り組む。

★グレードごとにギター奏法の演習
③「雨降り」、「メヌエット」などの
ギター２重奏
④「一週間」「エーデルワイス」などの弾き語り

〇 〇

【知】ギターを通して、楽器の音色やリズムとの関りについて理解す
る。創意工夫を生かした器楽表現をするために必要な知識や他者との調
和を意識して演奏する技能を身に付け、ギターで表している。
【思】音色、リズムテクスチュアを知覚しそれらの働きを感受しながら
知覚したことと感受したこととの関りについて考え、どのように演奏す
るか表現意図を持っているか。
【主】音色の工夫やグレードごとに難易度が上がっていくことを自覚
し、アンサンブルをしながら主体的・協働的にギターの学習活動に取り
組もうとしているか。

３．器楽　ギターの基本的な奏法とアンサンブル
【知】ギターを通して、楽器の音色やリズムとの関りに
ついて理解する。創意工夫を生かした器楽表現をするた
めに必要な知識や他者との調和を意識して演奏する技能
を身に付け、ギターで表している。【思】音色、リズム
テクスチュアを知覚しそれらの働きを感受しながら知覚
したことと感受したこととの関りについて考え、どのよ
うに演奏するか表現意図を持っている。
【主】音色の工夫やグレードごとに難易度が上がってい
くことを自覚し、アンサンブルをしながら主体的・協働
的にギターの学習活動に取り組む。

★グレードごとにギター奏法の演習
①ギターの基本事項
奏法の違い　基礎練習
②「蝶々」「喜びの歌」他

〇 〇

【知】ギターを通して、楽器の音色やリズムとの関りについて理解す
る。創意工夫を生かした器楽表現をするために必要な知識や他者との調
和を意識して演奏する技能を身に付け、ギターで表している。【思】音
色、リズムテクスチュアを知覚しそれらの働きを感受しながら知覚した
ことと感受したこととの関りについて考え、どのように演奏するか表現
意図を持っている。
【主】音色の工夫やグレードごとに難易度が上がっていくことを自覚
し、アンサンブルをしながら主体的・協働的にギターの学習活動に取り
組もうとしている。

１

学

期

２．鑑賞　ミュージカル映画
【知】音楽の特徴と文化的・歴史的背景との関り、及び
様々な歌唱表現や器楽表現の特徴を理解する。
【思】ミュージカルの名曲から曲想、発声などを知覚
し、それらの働きを感受しながら知覚したことと感受し
たことの関りを考える。
【主】作品が実話に基づくことから、第二次世界大戦に
おける時代の考察や登場人物の心情に関心を持ち、主体
的・協働的に鑑賞の学習活動に取り組む。

★「サウンド・オブ・ミュージック」を通して、背景を
理解して鑑賞し、名曲の生い立ちを理解し、そこから音
楽の力、歌の力を感受し感想文をまとめる。
「エーデルワイス」のギターでの弾き語りを体験する。

１．校歌斉唱
【知】本校校歌の生い立ちや、歌詞の意味を理解し、こ
れからの３年間の学校生活に期待を込め歌詞を覚えて歌
い身に付ける。
【思】正しい発声に気を付け、リズム旋律を知覚しそれ
らの働きを感受しながら知覚したことと感受したことと
の関わりついて考えどのように歌うか表現意図を持って
工夫する。
【主】校歌に興味・関心を持ち、主体的に・協働的に取
り組む。

★発声練習

１．校歌の歩み
２．校章との関わり
３．音取り
４．歌詞を暗譜して斉唱

①課題曲「小川高校校歌」の
　混声四部合唱
②自由曲
読譜指導
パートリーダーによる各パートの音取りから全体の完成
まで

○ 〇

【知】曲想と歌詞との関りについて理解している。創意工夫を生かした
歌唱表現をしている。

【思】正しい発声に気を付け、リズム旋律を知覚しそれらの働きを感受
しながら知覚したことと感受したこととの関わりついて考えどのように
歌うか表現意図を持っいているか。

【主】合唱曲に興味・関心を持ち、主体的に・協働的に取り組もうとし
ているか。

○

〇 4〇 〇

○

6

合

計

35

音楽を形づくっている要素及び音楽に関する用語や記号について、音楽における働きと関わらせて理解すること。

音楽を形づくっている要素や要素同士の関連を知覚し、それらの働きを感受しながら知覚したことと感受したこととの関りについて考え
ること。

「主体的・対話的で深い学び」の実現を目指し、音楽的な見方・考え方を働かせ、表現及び鑑賞の活動の関連を図り、芸術音楽の特質を
理解すると共に、創造的な表現を工夫したり、芸術の良さや美しさを深く味わうことができる生徒に育てる。

高等学校 令和８年度（１学年用） 教科

4

７．リズムアンサンブル
【知】正しいリズムの理解、それを手拍子表現できる。
他者との調和を意識して、演奏する技能を身に付け表現
できる。
【思】強弱、テンポ、テクスチャを知覚しそのように演
奏するか表現位置を持っている。
【主】リズムパターンを理解し、他者とのアンサンブル
を主体的・協働的に取り組む。

★クラッピング（手拍子）カルテット
　第１番・第２番を用い、４パートに分けて、アンサン
ブルをする。

○

【知】正しいリズムの理解、それを手拍子表現できる。他者との調和を
意識して、演奏する技能を身に付け表現できる。

【思】強弱、テンポ、テクスチャを知覚しそのように演奏するか表現位
置を持っている。

【主】リズムパターンを理解し、他者とのアンサンブルを主体的・協働
的に取り組もうとしているか。

○ ○

〇

【知】曲想と歌詞との関りについて理解している。創意工夫を生かした
歌唱表現をしている。
【思】正しい発声に気を付け、リズム旋律を知覚しそれらの働きを感受
しながら知覚したことと感受したこととの関わりついて考えどのように
歌うか表現意図を持っいているか。
【主】合唱曲に興味・関心を持ち、主体的に・協働的に取り組もうとし
ているか。

○ ○ ○

〇 8

５．合唱祭の練習・自由曲
【知】曲想と歌詞との関りについて理解している。創意
工夫を生かした歌唱表現をしている。
【思】正しい発声に気を付け、リズム旋律を知覚しそれ
らの働きを感受しながら知覚したことと感受したことと
の関わりついて考えどのように歌うか表現意図を持って
いるか。
【主】合唱曲に興味・関心を持ち、主体的に・協働的に
アンサンブルに取り組む。



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和8年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位 1

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 8 組

使用教科書： （

教科 の目標：

科目 の目標：

絵・彫 デ 映

〇 〇 〇 〇 3

〇 〇 2

○ ○

10

合

計

30

芸術

３

学

期

「レタリング、文字のデザイン、ロゴマーク」
【知識及び技能】
・レタリングや文字のデザインの知識と方法を理解できる
ようにする。
・ロゴマークの知識と方法を理解できるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
・各自の意図が最も生かされる発想・表現ができるように
する。
【学びに向かう力、人間性等】
・各自の意図に応じて発想を試み、個性的な表現を追求さ
せる。
・作家や先輩の作品だけでなく、友達の作品も主体的に鑑
賞し、自らの参考とするとともに多様な表現への理解を深
めさせる。

指導事項
・意図（コンセプト）の設定、発想・構想の展開の方法
・文字のデザイン（レタリングを含む）の表現
・ロゴマークの表現

〇 〇

【知識・技能】
・各自の意図に応じた発想・構想の方法を試みているか。
・文字のデザインの方法を理解し、表現できているか。
・ロゴマークの方法を理解し、表現できているか。

【思考・判断力・表現】
・各自の意図の表現への構想を重ねた上で、個性的な表現が開示されている
か。

【主体的に学習に取り組む態度】
・各自の意図に応じた発想・構想に関して自覚的な言及、プレゼンテーショ
ンができているか。
・講評会において、友達の作品の多様な表現への理解が深められているか。

○

○ ○ ○ 9

２

学

期

「美術館鑑賞レポート」
【学びに向かう力、人間性等】
・美術文化に主体的に接する機会を設け、生涯にわたって
美術を愛好できるようにする。

指導事項
・首都圏の美術館・展覧会の紹介
・美術館鑑賞の手引き

【主体的に学習に取り組む態度】
・主体的に美術館・展覧会を調べ訪れ、能動的な鑑賞によって美的経験を得
られているか。

「鉛筆静物デッサン」」
【知識及び技能】
・3次元の形態を観察し、2次元に表現できるようにする。
・陰影描写による立体的表現ができるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
・各自モチーフを十分観察し、各自のものの見方で平面に
表現できるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
・各自の意図やものの見方に応じて、表現を十分探求させ
る。
・作家や先輩の作品だけでなく、友達の作品も主体的に鑑
賞し、自らの参考とするとともに多様な表現への理解を深
めさせる。

指導事項
・観察に基づく描画の方法の段階的習得
・材料用具（鉛筆）の取り扱い方

〇 〇

【知識・技能】
・形が正確に取られているか。
・陰影表現が十分なされているか。
・質感・空間等の表現がなされているか。

【思考・判断力・表現】
・知識・技能を踏まえ十分観察した上で、各個人に応じた個性的表現がなさ
れているか。

【主体的に学習に取り組む態度】
・各自の意図に応じた表現への探求に関する自覚的な言及、プレゼンテー
ションができているか。
・講評会において、友達の作品の多様な表現への理解が深められているか。

○ ○ ○ 9

１

学

期

オリエンテーション 指導事項
・自己紹介
・年間授業計画と評価
・使用教材セットの内容確認
・教科書の内容紹介
・カッターナイフでの鉛筆削り

「平面構成デザイン」
【知識及び技能】
・色彩の効果を理解し、効果的に配色できるようにする。
・形態の特質を理解し、構図に活かせるようにする。
・材料用具の特長を理解し、適切な取り扱いができるよう
にする。
【思考力、判断力、表現力等】
・各自の意図に応じて個性的な配色となるよう構想し、表
現できるようにする。
・各自の意図に応じて個性的な構図となるよう構想し、表
現できるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
・各自の意図に応じた表現となるよう主体的に発想、構想
を行い、創意工夫を重ねさせる。
・作家や先輩の作品だけでなく、友達の作品も主体的に鑑
賞し、自らの参考とするとともに多様な表現への理解を深
めさせる。

指導事項
・色彩・配色の取り扱い方
・形態・構図の取り扱い方
・材料用具（アクリルガッシュ）の取り扱い方

〇 ○

【知識・技能】
・色彩の効果を理解し、効果的な配色ができているか。
・形態の特質を理解し、効果的な構図としてまとめあげているか。
・材料用具の特長を理解し、適切な取り扱いができているか。

【思考・判断力・表現】
・各自の意図に応じて個性的な配色となるよう構想し、表現できているか。
・各自の意図に応じて個性的な構図となるよう構想し、表現できているか。

【主体的に学習に取り組む態度】
・各自の意図に応じた表現への発想、構想、創意工夫に対する自覚的な言
及、プレゼンテーションができているか。
・講評会において、友達の作品の多様な表現への理解が深められているか。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

 対象や事象を捉える造形的な視点について理解を深めるとと
もに、意図に応じて表現方法を創意工夫し、創造的に表すこ
とができるようにする。

造形的なよさや美しさ、表現の意図と創意工夫，美術の働き
などについて考え、主題を生成し創造的に発想し構想を練っ
たり、美術や美術文化に対する見方や感じ方を深めたりする
ことができるようにする。

主体的に美術の幅広い創造活動に取り組み、生涯にわたり美
術を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、美術文化に
親しみ、心豊かな生活や社会を創造していく態度を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容
表現 鑑

賞
評価規準 知 思 態

配

当

時

数

高校生の美術１【 日文 】　　　　）

芸術

【 知　識　及　び　技　能 】 芸術に関する各科目の特質について理解するとともに、意図に基づいて表現するための技能を身に付けるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】 創造的な表現を工夫したり、芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】 生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、心豊かな生活や社会を創造していく態度を養い、豊かな情操を培う。

美術Ⅰ

美術Ⅰ
芸術 美術Ⅰ



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和8年度（２学年用） 教科  科目

教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 8 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【 知　識　及　び　技　能 】

【思考力、判断力、表現力等】 古典、古筆等の価値と根拠について考え、書のよさや美しさを味わって捉える。

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

漢仮 漢 仮

〇 10

３

学

期

〇単元　漢字仮名交じりの書
【知識及び技能】
・知識
［表現］用具・用材の特徴と表現効果との関わり、名筆や
現代の書の表現と用筆・運筆との関わりについて理解させ
る。
［鑑賞］線質、字形、構成法の要素と表現効果や風趣との
関わり、漢字仮名交じりの書の成立について理解させる。
・技能
目的や用途に即した効果的な表現、漢字と仮名の調和した
線質による表現の技能を身につけさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
［表現］漢字と仮名の調和した字形、文字の大きさ、全体
の構成、目的や用途に即した表現形式、意図に基づいた表
現、名筆を活かした表現や現代に生きる表現について構想
し工夫させる。
［鑑賞］創造された作品の価値とその根拠、生活や社会に
おける書の効用について考え、書のよさや美しさを味わっ
て捉えさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
［表現］主体的に漢字仮名交じりの書の幅広い表現の学習
活動に取り組ませる。
［鑑賞］主体的に漢字仮名交じりの書の幅広い鑑賞の学習
活動に取り組ませる。

・指導事項
漢字仮名交じりの書の特徴、歴史について指導。漢字と仮
名の調和や自由な紙面構成などの表現の特徴を理解させ
る。また用具・用材の違いによる表現の違いも理解させ
る。
創作を通して、作品制作の楽しさ、難しさ、表現の多様さ
を感じさせる。
心に響く言葉、好きな言葉を素材に作品制作させる。
作品鑑賞会により、生徒相互の意見を述べさせ、評価させ
る。

〇 　 〇

【知識及び技能】
・知識
［表現］用具・用材の特徴と表現効果との関わり、名筆や現代の書の表現と
用筆・運筆との関わりについて理解している。
［鑑賞］線質、字形、構成法の要素と表現効果や風趣との関わり、漢字仮名
交じりの書の成立について理解している。
・技能
目的や用途に即した効果的な表現、漢字と仮名の調和した線質による表現の
技能を身につけている。
【思考力、判断力、表現力等】
［表現］漢字と仮名の調和した字形、文字の大きさ、全体の構成、目的や用
途に即した表現形式、意図に基づいた表現、名筆を活かした表現や現代に生
きる表現について構想し工夫している。
［鑑賞］創造された作品の価値とその根拠、生活や社会における書の効用に
ついて考え、書のよさや美しさを味わって捉えている。
【学びに向かう力、人間性等】
［表現］主体的に漢字仮名交じりの書の幅広い表現の学習活動に取り組もう
としている。
［鑑賞］主体的に漢字仮名交じりの書の幅広い鑑賞の学習活動に取り組もう
としている。
［評価方法］
【知識及び技能】：机間巡視、提出物により判断する。
【思考力、判断力、表現力等】：行動観察や質疑、提出物の内容により判断
する。
【学びに向かう力、人間性等】：授業への積極的な参加から判断する。

〇 〇 〇 16

72

○ ○ 20

２

学

期

〇単元　漢字の学習
【知識及び技能】
　・知識
［表現］古典の書体や書風と用筆・運筆との関わりについ
て理解している。
［鑑賞］線質、字形、構成法の要素と表現効果や風趣との
関わり、日本及び中国等の文字と書の伝統と文化について
理解している。
・技能
古典に基づく基本的な用筆・運筆の技能、線質、字形や構
成を生かした表現を身につけている。
【思考力、判断力、表現力等】
［表現］古典の書体や書風に即した用筆・運筆、字形、全
体の構成について構想し工夫している。
［鑑賞］古典の価値とその根拠について考え、書のよさや
美しさを味わって捉えている。
【学びに向かう力、人間性等】
［表現］主体的に漢字の書の幅広い表現の学習活動に取り
組もうとしている。
［鑑賞］主体的に漢字の書の幅広い鑑賞の学習活動に取り
組もうとしている。

・指導事項
［篆書］
甲骨文
金文
石鼓文
泰山刻石
［隷書］
乙瑛碑・曹全碑・礼器碑
[草書]
真草千字文・書譜
[行書]
争座位稿・蜀素帖・風信帖
上記古典を学び、様々な書体・書風、表現を学ばせる。
［創作］
これまで学んだ書体・書風を生かし、生徒各自が選んだ漢
文(熟語等も含む)を作品化させる。また様々な創作例を鑑
賞し、作品に応用させる。

・教材
光村図書　書Ⅰ

〇 〇

【知識及び技能】
・知識
［表現］古典の書体や書風と用筆・運筆との関わりについて理解している。
［鑑賞］線質、字形、構成法の要素と表現効果や風趣との関わり、日本及び
中国等の文字と書の伝統と文化について理解している。
・技能
古典に基づく基本的な用筆・運筆の技能、線質、字形や構成を生かした表現
を身につけている。
【思考力、判断力、表現力等】
［表現］古典の書体や書風に即した用筆・運筆、字形、全体の構成について
構想し工夫している。
［鑑賞］古典の価値とその根拠について考え、書のよさや美しさを味わって
捉えている。
【学びに向かう力、人間性等】
［表現］主体的に漢字の書の幅広い表現の学習活動に取り組もうとしてい
る。
［鑑賞］主体的に漢字の書の幅広い鑑賞の学習活動に取り組もうとしてい
る。
［評価方法］
【知識及び技能】：机間巡視、提出物により判断する。
【思考力、判断力、表現力等】：行動観察や質疑、提出物の内容により判断
する。
【学びに向かう力、人間性等】：授業への積極的な参加から判断する。

〇 〇 〇 26

〇単元　篆刻の学習
【知識及び技能】
・知識
［表現］篆書を印材の中にいかに美しく展開するかを考え
る
［鑑賞］線質、字形、構成法の要素と表現効果や風趣との
関わり、印の歴史と落款の意味を理解させる。
・技能
印刀を使って表現したい篆書を石を彫る技術を身に付ける
【思考力、判断力、表現力等】
［表現］篆書を篆刻にに即した用筆・運筆、字形、全体の
構成について構想し工夫させる。
［鑑賞］印の誕生した経緯や時代ごとの役割を理解し、そ
れに即した美しさを理解する。
【学びに向かう力、人間性等】
［表現］主体的に篆刻の幅広い表現の学習活動に取り組ま
せる。
［鑑賞］主体的に篆刻の幅広い鑑賞の学習活動に取り組ま
せる。

・指導事項
印の歴史と書道作品の落款の意味を説明し、自分の印を作
成する目的を明確にして作成することを指導。
印面を作る
印稿・布字・印刻・補刀
・教材
光村図書　書Ⅰ

〇  〇

【知識及び技能】
・知識
［表現］線質や書風、用筆・運筆との関わりについて理解している。
［鑑賞］線質、字形、構成法の要素と表現効果や風趣との関わり、日本の文
字と書の伝統と文化について理解している。
・技能
仮名の古筆に基づく基本的な用筆・運筆の技能、線質、字形や構成を生かし
た表現を身につけている。
【思考力、判断力、表現力等】
［表現］仮名の古筆や書風に即した用筆・運筆、字形、全体の構成について
構想し工夫している。
［鑑賞］仮名の古筆の価値とその根拠について考え、書のよさや美しさを味
わって捉えている。
【学びに向かう力、人間性等】
［表現］主体的に仮名の書の幅広い表現の学習活動に取り組もうとしてい
る。
［鑑賞］主体的に仮名の書の幅広い鑑賞の学習活動に取り組もうとしてい
る。
［評価方法］
【知識及び技能】：机間巡視、提出物により判断する。
【思考力、判断力、表現力等】：行動観察や質疑、提出物の内容により判断
する。
【学びに向かう力、人間性等】：授業への積極的な参加から判断する。

〇 〇

１

学

期

〇単元　仮名の書
【知識及び技能】
・知識
［表現］線質や書風、用筆・運筆との関わりについて理解
させる。
［鑑賞］線質、字形、構成法の要素と表現効果や風趣との
関わり、日本の文字と書の伝統と文化について理解させ
る。
・技能
仮名の古筆に基づく基本的な用筆・運筆の技能、線質、字
形や構成を生かした表現を身につけさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
［表現］仮名の古筆や書風に即した用筆・運筆、字形、全
体の構成について構想し工夫させる。
［鑑賞］仮名の古筆の価値とその根拠について考え、書の
よさや美しさを味わって捉えさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
［表現］主体的に仮名の書の幅広い表現の学習活動に取り
組ませる。
［鑑賞］主体的に仮名の書の幅広い鑑賞の学習活動に取り
組ませる。

・指導事項
仮名の成立と種類についての説明。時代背景等、特徴的な
筆遣いを理解させる。仮名の
基本的な筆遣い（横の線、縦の線、転折、円運動、結びな
ど）を指導　　　　　平仮名・変体仮名の指導。
蓬莱切　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高野切第
三種
継色紙

上記古典を学び、様々な書風、表現を学ばせる。

［創作］
これまで学んだ仮名の書風を生かし、生徒各自が選んだ和
歌を作品化させる。また様々な創作例を鑑賞し、作品に応
用させる。

・教材
光村図書　書Ⅰ

 〇 ○

【知識及び技能】
・知識
［表現］線質や書風、用筆・運筆との関わりについて理解している。
［鑑賞］線質、字形、構成法の要素と表現効果や風趣との関わり、日本の文
字と書の伝統と文化について理解している。
・技能
仮名の古筆に基づく基本的な用筆・運筆の技能、線質、字形や構成を生かし
た表現を身につけている。
【思考力、判断力、表現力等】
［表現］仮名の古筆や書風に即した用筆・運筆、字形、全体の構成について
構想し工夫している。
［鑑賞］仮名の古筆の価値とその根拠について考え、書のよさや美しさを味
わって捉えている。
【学びに向かう力、人間性等】
［表現］主体的に仮名の書の幅広い表現の学習活動に取り組もうとしてい
る。
［鑑賞］主体的に仮名の書の幅広い鑑賞の学習活動に取り組もうとしてい
る。
［評価方法］
【知識及び技能】：机間巡視、提出物により判断する。
【思考力、判断力、表現力等】：行動観察や質疑、提出物の内容により判断
する。
【学びに向かう力、人間性等】：授業への積極的な参加から判断する。

○

・知識
［表現］古典・古筆等の書体や書風と用筆・運筆との関わりについて
理解する。
［鑑賞］線質、字形、構成法の要素と表現効果や風趣との関わり、日
本及び中国等の文字と書の伝統と文化について理解する。
・技能
古典・古筆等に基づく基本的な用筆・運筆の技能、線質、字形や構成
を生かした表現を身につける。

［表現］古典・古筆等の書体や書風に即した用筆・運筆、字形、全体
の構成について構想し工夫する。
［鑑賞］古典・古筆等の価値とその根拠について考え、書のよさや美
しさを味わって捉える。

［表現］主体的に書道の幅広い表現の学習活動に取り組む。
［鑑賞］主体的に書道の幅広い鑑賞の学習活動に取り組む。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容
表現

鑑

賞
評価規準 知 思 態

配

当

時

数

光村図書　書Ⅰ

芸術

書道Ⅰ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

日本及び中国等の文字と書の伝統と文化、漢字仮名の変遷、各書体に特有の字形や線質の特徴について理解する。

漢字の書体の変遷や仮名、漢字仮名交じり書の成立、その背景にある歴史や文化に関心を持ち、主体的に書道の幅広い鑑賞の学習活動に取り組む。

芸術 書道Ⅰ 2

小川 芸術 書道Ⅰ



年間授業計画　新様式

 科目

教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 8 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

歌 器 創

「主体的・対話的で深い学び」の実現を目指し、音楽的な見方・考え方を働かせ、表現及び鑑賞の活動の関連を図り、芸術音楽の特質を
理解すると共に、創造的な表現を工夫したり、芸術の良さや美しさを深く味わうことができる生徒に育てる。

　音楽Ⅰ　Tuuti　Plus トゥッティ　プラス　（大修館）

【 知　識　及　び　技　能 】

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

音楽Ⅰ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

曲想と音楽の構造や文化的・歴史的背景などとの関わり及び
音楽の多様性について理解すると共に、創意工夫を生かした
音楽表現をするために必要な技能を身に付けるようにする。

自己のイメージをもって音楽表現を創意工夫することや、音
楽を評価しながらその良さや美しさ自ら味わって聴く、演奏
することができるようにする。

主体的・協働的に音楽の幅広い活動に取り組み、生涯にわた
り音楽を愛好する心情を育むと共に、感性を高め、音楽文化
に親しみ音楽によって生活や社会を明るく豊かなものにして
いく態度を養う。

３

学

期

６．合唱祭の練習・自由曲
【知】曲想と歌詞との関りについて理解してい
る。創意工夫を生かした歌唱表現をする。
【思】正しい発声に気を付け、リズム旋律を知覚
しそれらの働きを感受しながら知覚したことと感
受したこととの関わりついて考えどのように歌う
か表現意図を持っているか。
【主】合唱曲に興味・関心を持ち、主体的に・協
働的に取り組もうとしている。

①①自由曲　各クラスごとの練習
パートリーダーを中心にパート
練習、全体練習
②音楽選択者による混声四部合唱　「夢みたもの
は」
パートリーダーによる各パートの音取りから全体
の完成まで

○

○ ○ 12

〇 〇

表現 鑑
賞

評価規準 知 思 態
配
当

時
数

○ ○ ○ 6

２

学

期

４．器楽　ギターの基本的な奏法とアンサンブル
【知】ギターを通して、楽器の音色やリズムとの関りに
ついて理解する。創意工夫を生かした器楽表現をするた
めに必要な知識や他者との調和を意識して演奏する技能
を身に付け、ギターで表している。【思】音色、リズム
テクスチュアを知覚しそれらの働きを感受しながら知覚
したことと感受したこととの関りについて考え、どのよ
うに演奏するか表現意図を持っている。
【主】音色の工夫やグレードごとに難易度が上がってい
くことを自覚し、アンサンブルをしながら主体的・協働
的にギターの学習活動に取り組もうとしている。

★グレードごとにギター奏法の演習（1年次より続
き）
③ギター２重奏
「メヌエット」「きらきら星」
「シューベルトの子守歌」
完成したら毎時間小テスト、合格印をカードに記
入

〇 〇

【知】ギターを通して、楽器の音色やリズムとの関りについて理
解する。創意工夫を生かした器楽表現をするために必要な知識や
他者との調和を意識して演奏する技能を身に付け、ギターで表し
ている。
【思】音色、リズムテクスチュアを知覚しそれらの働きを感受し
ながら知覚したことと感受したこととの関りについて考え、どの
ように演奏するか表現意図を持っている。
【主】音色の工夫やグレードごとに難易度が上がっていくことを
自覚し、アンサンブルをしながら主体的・協働的にギターの学習
活動に取り組もうとしている。

３．器楽　リコーダーの基本的な奏法とアンサンブル
【知】リコーダーを通して、楽器の音色やリズムとの関
りについて理解する。創意工夫を生かした器楽表現をす
るために必要な知識や他者との調和を意識して演奏する
技能を身に付ける。【思】音色、リズムテクスチュアを
知覚しそれらの働きを感受しながら知覚したことと感受
したこととの関りについて考え、どのように演奏するか
表現意図を持っている。
【主】音色の工夫やグレードごとに難易度が上がってい
くことを自覚し、アンサンブルをしながら主体的・協働
的にリコーダーの学習活動に取り組もうとしている。

★リコーダー二重奏
リコーダー導入曲

※毎時間達成度をカードに記入

「いつも何度でも」
千と千尋の神隠しより他

〇 〇

【知】リコーダーを通して、楽器の音色やリズムとの関りについ
て理解する。創意工夫を生かした器楽表現をするために必要な知
識や他者との調和を意識して演奏する技能を身に付ける。
【思】音色、リズムテクスチュアを知覚しそれらの働きを感受し
ながら知覚したことと感受したこととの関りについて考え、どの
ように演奏するか表現意図を持っている。
【主】音色の工夫や2人1組で共通のイメージをもって曲の特徴を
生かした表現がよう試行錯誤したり意見を交換したりしながら演
奏している。

１

学

期

２．鑑賞　三味線の種類と歴史について学ぶ
【知】三味線音楽の特徴と文化的・歴史的背景と
の関り、及び様々な歌唱表現や器楽表現の特徴を
理解する。また、三味線の種類と使われる分野
（長唄、浄瑠璃など）を理解し、特徴をまとめ
る。
【思】共通のイメージ持って、分野ごとの音色や
奏法の違いを聴き分け理解する。
【主】三味線音楽に関心を持ち、主体的・協働的
に鑑賞の学習活動に取り組む。

☆教科書の邦楽の分野から、三味線音楽の特集を
組んだレジュメより
①沖縄から本土へ三線から三味線に
②上方から江戸へ
③歌舞伎音楽から江戸庶民の音楽へ
④西洋音楽や現代の音楽とコラボ

１．歌唱
【知】英語の発音を理解し、楽曲に応じた発声で
歌唱できるようにする。
【思】正しい発声に気を付け、リズム旋律を知覚
しそれらの働きを感受しながら知覚したことと感
受したこととの関わりついて考えどのように歌う
か表現意図を持っいているか。
【主】ビートルズの作品に興味・関心を持ち、主
体的に・協働的に取り組もうとしている。

★発声練習
・「ホール・ニュー・ワールド」
・「Letit be」
・読譜力の育成補助

①課題曲「夢みたものは 」の
　混声四部合唱
②音楽選択者による混声四部合唱　「はなさく
ら」
パートリーダーによる各パートの音取りから全体
の完成まで

○

７．鑑賞　ミュージカル映画
【知】音楽の特徴と文化的・歴史的背景との関
り、及び様々な歌唱表現や器楽表現の特徴を理解
する。
【思】ミュージカルの名曲から曲想、発声などを
知覚し、それらの働きを感受しながら知覚したこ
とと感受したことの関りを考える。
【主】作品がビクトル・ユゴーの文学作品「レ・
ミゼラブル」に基づくことから、絶対王政時代に
おけフランスの民衆蜂起など時代の考察や登場人
物の心情に関心を持ち、主体的・協働的に鑑賞の
学習活動に取り組む。

鑑賞ミュージカル映画
「レ・ミゼラブル」
の鑑賞をして、感想文の提出

〇 ○

【知】音楽の特徴と文化的・歴史的背景との関り、及び様々な歌
唱表現や器楽表現の特徴を理解しているか。
【思】ミュージカルの曲想、発声などを知覚し、それらの働きを
感受しながら知覚したことと感受したことの関りを考えている
か。
【主】作品が文学作品で、時代背景やどこが1人ひとりどの点が
「無情」か考えて、主体的・協働的に鑑賞の学習活動に取り組も
うとしているか。 ○ ○

高等学校 令和  8  年度（２学年用） 教科

14〇

【知】曲想と歌詞との関りについて理解している。創意工夫を生
かした歌唱表現をしている。
【思】正しい発声に気を付け、リズム旋律を知覚しそれらの働き
を感受しながら知覚したことと感受したこととの関わりついて考
えどのように歌うか表現意図を持っいているか。
【主】合唱曲に興味・関心を持ち、主体的に・協働的に取り組も
うとしている。

○ ○ ○

〇 18

５．合唱祭の練習・自由曲
【知】曲想と歌詞との関りについて理解してい
る。創意工夫を生かした歌唱表現をしている。
【思】正しい発声に気を付け、リズム旋律を知覚
しそれらの働きを感受しながら知覚したことと感
受したこととの関わりついて考えどのように歌う
か表現意図を持っているか。
【主】合唱曲に興味・関心を持ち、主体的に・協
働的に取り組もうとしている。

〇

【知】曲想と歌詞との関りについて理解している。創意工夫を生
かした歌唱表現をしている。
【思】正しい発声に気を付け、リズム旋律を知覚しそれらの働き
を感受しながら知覚したことと感受したこととの関わりついて考
えどのように歌うか表現意図を持っいているか。
【主】合唱曲に興味・関心を持ち、主体的に・協働的に取り組も
うとしている。

○

〇 8

芸術（音楽） 音楽Ⅰ

芸術（音楽） 音楽Ⅰ 2

音楽を形づくっている要素及び音楽に関する用語や記号について、音楽における働きと関わらせて理解すること。

音楽を形づくっている要素や要素同士の関連を知覚し、それらの働きを感受しながら知覚したことと感受したこととの関りについて考えるこ
と。

〇 〇

【知】三味線音楽の特徴と文化的・歴史的背景との関り、及び
様々な歌唱表現（歌舞伎・長唄・人形浄瑠璃・地唄など）や三味
線音楽の表現の特徴を理解しようとしている
【思】共通のイメージ持って、分野ごとの音色や奏法の違い、三
味線を使った西洋音楽の弦楽四重奏との比較をし西洋音楽と邦楽
の違いをまとめ、リズム、和声など明確な違いを理解する。
【主】三味線音楽に関心を持ち、主体的・協働的に鑑賞の学習活
動に取り組む。

○ ○ ○

○

【知】英語の歌詞の意味を理解し、楽曲に応じた発声で歌唱し、
シンコペーションなどの歌詞を理解しながら歌う
【思】正しい発声に気を付け、リズム旋律を知覚しそれらの働き
を感受しながら知覚したことと感受したこととの関わりついて考
えどのように歌うか表現意図を持っいているか。
【主】作品の背景や社会に与えた影響などにも興味・関心を持
ち、主体的に・協働的に取り組もうとしている。

〇 〇

○

6

合

計

68

4



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和8年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位 2

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 8 組

使用教科書： （

教科 の目標：

科目 の目標：

絵

・
彫 デ 映

〇 2

〇 〇 2

○ ○

14

合

計

46

３

学

期

「飲料品の広告ポスター」」
【知識及び技能】
・意図に応じた構図、配色が行えるようにする。
・的確な文字のデザイン・レタリングができるよ
うにする。
・意図に応じたキャッチコピーの作成、及びその
画面内での構成ができるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
・表現意図の設定、発想の方法、構想の方法を活
用できるようにする
【学びに向かう力、人間性等】
・各自の意図を十分に表現するため、多方面から
の探求を十分行わせる。
・作家や先輩の作品だけでなく、友達の作品も主
体的に鑑賞し、自らの参考とするとともに多様な
表現への理解を深めさせる。

指導事項
・発想、構想の展開方法
・ヴィジュアルデザインにおける効果的な構成、
配色の方法
・デザインにおける文字の扱い方
・材料用具（アクリルガッシュ）の取り扱い方

〇 〇

【知識・技能】
・効果的な構成、配色がなされているか。
・効果的なキャッチコピーが、的確なデザインで画面内に挿入さ
れているか。
・材料用具の特長を理解し、適切な取り扱いができているか。
【思考・判断力・表現】
・明確な表現意図が設定され、それが効果的で明確な表現へと結
実し、練り上げられているか。
【主体的に学習に取り組む態度】
・各自の意図に応じた表現への探求に関する自覚的な言及、プレ
ゼンテーションができているか。
・講評会において、友達の作品の多様な表現への理解が深められ
ているか。

○

○ ○ ○ 16

２

学

期

「美術館鑑賞レポート」
【学びに向かう力、人間性等】
・美術文化に主体的に接する機会を設け、生涯に
わたって美術を愛好できるようにする。

指導事項
・首都圏の美術館・展覧会の紹介
・美術館鑑賞の手引き

【主体的に学習に取り組む態度】
・主体的に美術館・展覧会を調べ訪れ、能動的な鑑賞によって美
的経験を得られているか。

「ペットボトルのラベルデザイン」
【知識及び技能】
・各自の意図に応じた多様な発想・構想の方法を
理解できるようにする。
・文字のデザインの知識と方法を理解できるよう
にする。
・ロゴマークの知識と方法を理解できるようにす
る。
【思考力、判断力、表現力等】
・各自の意図が最も生かされる自由で多様な発
想・表現ができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
・各自の意図に応じて、多様な発想を試み、個性
的な表現を追求させる。
・作家や先輩の作品だけでなく、友達の作品も主
体的に鑑賞し、自らの参考とするとともに多様な
表現への理解を深めさせる。

指導事項
・意図（コンセプト）の設定、発想・構想の展開
の方法
・文字のデザイン（レタリングを含む）の表現
・ロゴマークの表現

〇 〇

【知識・技能】
・各自の意図に応じ多様な発想・構想の方法を試みているか。
・文字のデザインの方法を理解し、表現できているか。
・ロゴマークの方法を理解し、表現できているか。
【思考・判断力・表現】
・各自の意図の表現への構想を重ねた上で、個性的な表現が開示
されているか。
【主体的に学習に取り組む態度】
・各自の意図に応じた発想・構想に関して自覚的な言及、プレゼ
ンテーションができているか。
・講評会において、友達の作品の多様な表現への理解が深められ
ているか。

○ ○ ○ 14

１

学

期

オリエンテーション 指導事項
・自己紹介
・年間授業計画と評価
・使用教材セットの内容確認
・教科書の内容紹介

「文化祭ポスター」
【知識及び技能】
・意図に応じた構図、配色が行えるようにする。
・的確な文字のデザイン・レタリングができるよ
うにする。
【思考力、判断力、表現力等】
・表現意図の設定、発想の方法、構想の方法を活
用できるようにする
【学びに向かう力、人間性等】
・各自の意図を十分に表現するため、多方面から
の探求を十分行わせる。
・作家や先輩の作品だけでなく、友達の作品も主
体的に鑑賞し、自らの参考とするとともに多様な
表現への理解を深めさせる。

指導事項
・発想、構想の展開方法
・ヴィジュアルデザインにおける効果的な構成、
配色の方法
・デザインにおける文字の扱い方
・材料用具（アクリルガッシュ）の取り扱い方

〇 〇 ○

【知識・技能】
・効果的な構成、配色がなされているか。
・材料用具の特長を理解し、適切な取り扱いができているか。
【思考・判断力・表現】
・明確な表現意図が設定され、それが効果的で明確な表現へと結
実し、練り上げられているか。
【主体的に学習に取り組む態度】
・各自の意図に応じた表現への探求に関する自覚的な言及、プレ
ゼンテーションができているか。
・講評会において、友達の作品の多様な表現への理解が深められ
ているか。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

 対象や事象を捉える造形的な視点について理解を深めるとと
もに、意図に応じて表現方法を創意工夫し、創造的に表すこ
とができるようにする。

造形的なよさや美しさ、表現の意図と創意工夫，美術の働き
などについて考え、主題を生成し創造的に発想し構想を練っ
たり、美術や美術文化に対する見方や感じ方を深めたりする
ことができるようにする。

主体的に美術の幅広い創造活動に取り組み、生涯にわたり美
術を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、美術文化に
親しみ、心豊かな生活や社会を創造していく態度を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現
鑑

賞
評価規準 知 思 態

配

当

時

数

高校生の美術１【 日文 】　　）

芸術

【 知　識　及　び　技　能 】 芸術に関する各科目の特質について理解するとともに、意図に基づいて表現するための技能を身に付けるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】 創造的な表現を工夫したり、芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】 生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、心豊かな生活や社会を創造していく態度を養い、豊かな情操を培う。

美術Ⅰ

芸術 美術Ⅰ
芸術 美術Ⅰ



年間授業計画　様式例

高等学校 令和8年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 8 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

漢仮 漢 仮

〇 〇 6

６、仮名の学習
【知識及び技能】
古典の美を味わい捉える
【思考力、判断力、表現力等】
書写と書道の違いを理解する
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に取り組み、感性を豊かにして、書
を愛好する心情を育てる。

平仮名、変体仮名の部分練習
蓬莱切を料紙に清書

〇 〇

【知識・技能】
・漢字文化を理解している
【思考・判断・知識】
古典の美を味わい捉えている
【主体的に学習に取り組む態度】
主体的に考え取り組もうとしている

〇 〇 〇

7

合
計

35

３

学

期

５、行書の学習
【知識及び技能】
古典の美を味わい捉える
【思考力、判断力、表現力等】
書写と書道の違いを理解する
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に取り組み、感性を豊かにして、書
を愛好する心情を育てる。

王義之　蘭亭序　P.54
半紙に練習したのちに半切1/2に清書する

　 〇 〇

【知識・技能】
・漢字文化を理解している
【思考・判断・知識】
古典の美を味わい捉えている
【主体的に学習に取り組む態度】
主体的に考え取り組もうとしている

〇

4

４、創作の学習
【知識及び技能】
古典の書風を創作生かす
【思考力、判断力、表現力等】
表現したい書風、書体を正方形の中に表現
する
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に取り組み、感性を豊かにして、書
を愛好する心情を育てる。

サンドブラスト作品の作成
５×５の正方形に漢字１字をデザインし、
ペーパーナイフで切り込む

〇 〇

【知識・技能】
漢字をデザインする
【思考・判断・知識】
枠の中に調和する書体書風を選ぶ
【主体的に学習に取り組む態度】
主体的に考え取り組もうとしている

〇 〇 〇 4

〇 4

２

学

期

２、楷書の学習
【知識及び技能】
古典の美を味わい捉える
【思考力、判断力、表現力等】
書写と書道の違いを理解する
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に取り組み、感性を豊かにして、書
を愛好する心情を育てる。

初唐の三大家
褚遂良　雁塔聖教序　P.38
半紙作品

〇 〇

【知識・技能】
・漢字文化を理解している
【思考・判断・知識】
古典の美を味わい捉えている
【主体的に学習に取り組む態度】
主体的に考え取り組もうとしている

〇 〇 〇 4

２、楷書の学習
【知識及び技能】
古典の美を味わい捉える
【思考力、判断力、表現力等】
書写と書道の違いを理解する
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に取り組み、感性を豊かにして、書
を愛好する心情を育てる。

顔真卿　顔氏家廟碑　P.42
牛撅像造記　P.48　　　　　　　　　　半
紙作品

〇 〇

【知識・技能】
・漢字文化を理解している
【思考・判断・知識】
古典の美を味わい捉えている
【主体的に学習に取り組む態度】
主体的に考え取り組もうとしている

〇 〇 〇

２、楷書の学習
【知識及び技能】
古典の美を味わい捉える
【思考力、判断力、表現力等】
書写と書道の違いを理解する
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に取り組み、感性を豊かにして、書
を愛好する心情を育てる。

初唐の三大家
虞世南　孔子廟堂碑　P.30

〇 〇

【知識・技能】
・漢字文化を理解している
【思考・判断・知識】
古典の美を味わい捉えている
【主体的に学習に取り組む態度】
主体的に考え取り組もうとしている

〇 〇

配

当

時

数

１

学

期

１、書道と書写
【知識及び技能】
漢字文化を知り、理解を深める
【思考力、判断力、表現力等】
書写と書道の違いを理解する
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に取り組み、感性を豊かにして、書
を愛好する心情を育てる。

書写から書道へ
教科書P.２２

　 ○

【知識・技能】
・漢字文化を理解している
【思考・判断・知識】
古典の美を味わい捉えている
【主体的に学習に取り組む態度】
主体的に考え取り組もうとしている

○ ○ ○ 2

２、楷書の学習
【知識及び技能】
古典の美を味わい捉える
【思考力、判断力、表現力等】
書写と書道の違いを理解する
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に取り組み、感性を豊かにして、書
を愛好する心情を育てる。

古典について
初唐の三大家
欧陽詢　九成宮醴泉銘　P.34

〇 〇

【知識・技能】
・漢字文化を理解している
【思考・判断・知識】
古典の美を味わい捉えている
【主体的に学習に取り組む態度】
主体的に考え取り組もうとしている

〇 〇 〇 4

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容
表現 鑑

賞
評価規準 知 思 態

創造的な表現の工夫をしているか

生涯にわたり芸術を愛好する心情を育てる

書道Ⅰ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

書の表現の方法、多様性などについて幅広く知る。基礎的な
技術を身に付ける。

作品や書の伝統文化の意味や価値を考え構想し、表現を工夫
することができる。

主体的に活動に取り組み生涯に渡って、書を愛好する心情を
はぐくむ。

書Ⅰ　光村図書

芸術

【 知　識　及　び　技　能 】 芸術に関する各教科の特質について理解する

芸術 書道Ⅰ
芸術 書道Ⅰ 1



年間授業計画　新様式

 科目

教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 8 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

歌 器 創

合
計

52

○ 12

３

学

期

自由研究　課題発表（音楽家・アーティストにつ
いて）

自由研究と発表
興味・関心を持っている音楽家・アーティストに
ついて
資料を作成し映像を用いて紹介する。

〇 〇

【知】興味関心がどういう点にあり、説明できるか。
【思】発表資料の作成において聞き手が興味関心がわくような
資料作りが出来ているか。。
【主】主体的にまとめた資料を基にいかに
　興味がわくような発表が出来たか

○ ○ ○ 4

〇 〇 10

２

学

期

楽典とソルフェージュ③
音階の種類と和音について
新曲視唱③リズム唱の発展

★新曲の視唱能力を育成する。
・「コール・ユー・ブンゲン」
　４度の音程から７度まで」
・臨時記号が出てくる曲他読譜力の育成補助

〇 〇

【知】ギターを通して、楽器の音色やリズムとの関りについて理
解する。創意工夫を生かした器楽表現をするために必要な知
識や他者との調和を意識して演奏する技能を身に付け、ギ
ターで表している。
【思】音色、リズムテクスチュアを知覚しそれらの働きを感受し
ながら知覚したことと感受したこととの関りについて考え、どの
ように演奏するか表現意図を持っている。
【主】音色の工夫やグレードごとに難易度が上がっていくことを
自覚し、アンサンブルをしながら主体的・協働的にギターの学
習活動に取り組もうとしている。

〇 〇 〇 14

①グループアンサンブルの練習と発表　バッハ
作曲「G線上のアリア」
②コンサート形式による「童謡2曲の弾き歌い発
表」

①キーボードやピアノでアンサンブルを通して合
奏技術を養う。
②より高度な伴奏技術の実践を通して弾き歌い
の技術を身に付ける。移調能力も身に付ける。

○ ○ 〇

【知】曲想と歌詞との関りについて理解している。
より音楽的にまとめる能力を養う。
【思】合奏は他を聴き、合わせる技術やリズム感を働かせ正確
かつ音楽的に仕上げる工夫をする。
【主】合奏曲に興味・関心を持ち、主体的に・協働的に取り組も
うとしている。

○ ○

○ ○ 8

幼児のための童謡の弾き語り
「はとぽっぽ」「子ぎつね」他３曲

童謡や簡単な曲に伴奏を付け、弾き歌いの技
術を身につける。伴奏のパターンの在り方や練
習方法の在り方

〇 〇 〇

【知】１・２年次に学習した音楽の基礎知識を生かし保育志望の
生徒が現場で役に立つ技術や応用力を身に付ける。
【思】曲ごとにイメージ持って、和声などを意識して正しい弾き
歌いができるか、練習方法を工夫する。。
【主】自ら主体的・協働的に弾き歌いの学習活動に取り組む。 ○ ○ ○ 4

１

学

期

楽典とソルフェージュ①
音楽理論（音楽系・保育系の進路対象者）
音程・発想記号など
新曲視唱①

★新曲の視唱能力を育成する。
・「コール・ユー・ブンゲン」
　４度の音程から７度まで」
・臨時記号が出てくる曲他読譜力の育成補助

○

【知】正しい音程と正しいリズムで新曲に親しみ視唱する。正し
い拍感を持ちテンポが一定で歌えるか。
【思】リズム旋律を知覚しそれらの働きを感受しながら知覚した
ことと感受したこととの関わりついて考えどのように歌うか表現
意図を持っいているか。
【主】楽譜のフィギアを図形として認識し、興味・関心を持ち、主
体的に・協働的に取り組もうとしている。

○

楽典とソルフェージュ②
音楽理論（音楽系・保育系の進路対象者）
音階と完全５度圏の理解
新曲視唱②リズム唱の基礎

読譜指導と音楽理論を演習問題を解かせ、理
解を深める。

〇 〇

【知】正しい音程と正しいリズムで新曲に親しみ視唱する。正し
い拍感を持ちテンポが一定で歌えるか。

【思】リズム旋律を知覚しそれらの働きを感受しながら知覚した
ことと感受したこととの関わりついて考えどのように歌うか表現
意図を持っいているか。

【主】楽譜のフィギアを図形として認識し、興味・関心を持ち、主
体的に・協働的に取り組もうとしている。

〇

曲想と音楽の構造や文化的・歴史的背景などとの関わり及び
音楽の多様性について理解すると共に、創意工夫を生かした
音楽表現をするために必要な技能を身に付けるようにする。

自己のイメージをもって音楽表現を創意工夫することや、音
楽を評価しながらその良さや美しさ自ら味わって聴く、演奏
することができるようにする。

主体的・協働的に音楽の幅広い活動に取り組み、生涯にわた
り音楽を愛好する心情を育むと共に、感性を高め、音楽文化
に親しみ音楽によって生活や社会を明るく豊かなものにして
いく態度を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容
表現 鑑

賞
評価規準 知 思 態

配
当

時
数

　音楽 Ⅱ　Tuuti　Plus トゥッティ　プラス　（大修館）

芸術（音楽）

【 知　識　及　び　技　能 】 音楽を形づくっている要素及び音楽に関する用語や記号について、音楽における働きと関わらせて理解すること。

音楽を形づくっている要素や要素同士の関連を知覚し、それらの働きを感受しながら知覚したことと感受したこととの関りについて考えるこ
と。

「主体的・対話的で深い学び」の実現を目指し、音楽的な見方・考え方を働かせ、表現及び鑑賞の活動の関連を図り、芸術音楽の特質を
理解すると共に、創造的な表現を工夫したり、芸術の良さや美しさを深く味わうことができる生徒に育てる。

音楽Ⅱ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

高等学校 令和8年度（３学年用） 教科 芸術（音楽） 音楽Ⅱ

芸術（音楽） 音楽Ⅱ 2



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和8年度（3学年用） 教科  科目

教　科： 科　目： 単位数： 単位 2

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 8 組

使用教科書： （

教科 の目標：

科目 の目標：

絵
・
彫

デ 映

〇 2

〇 〇 2

○ ○ ○ 20

３

学

期

「自由制作」
【知識・技能】
・意図に応じて材料や用具の特性を生か
し、表現を工夫し、創造的に表現する。

【思考・判断力・表現】
・意図を模索し、意図に応じた表現方法を
追求し、創造的に表することができるよう
にする。

【主体的に学習に取り組む態度】
・主体的に美術の創造的な諸活動に取り組
み，、創造的に作品制作に取り組む。

指導事項
・計画的に制作させるため、導入部で制作
計画書を記述させ、見通しを持った作品作
りを行う。
・意図に応じて、多様な表現方法を模索さ
せる。

〇 〇 〇 ○

【知識・技能】
・対象や事象を捉える造形的な視点について理解を深め
るとともに、意図に応じて表現方法を追求することがで
きる。

【思考・判断力・表現】
・意図に応じた表現方法を創意工夫し、個性豊かで創造
的に表そうとする。

【主体的に学習に取り組む態度】
・主体的に美術の創造的な諸活動に取り組むとともに、
心豊かな生活を創造していこうとする。

○ ○ ○

6

合
計

46

２

学

期

「美術館鑑賞レポート」
【学びに向かう力、人間性等】
・美術文化に主体的に接する機会を設け、
生涯にわたって美術を愛好できるようにす
る。

指導事項
・首都圏の美術館・展覧会の紹介
・美術館鑑賞の手引き

【主体的に学習に取り組む態度】
・主体的に美術館・展覧会を調べ訪れ、能動的な鑑賞に
よって美的経験を得られているか。

「自由制作」
【知識・技能】
・意図に応じて材料や用具の特性を生か
し、表現を工夫し、創造的に表現する。

【思考・判断力・表現】
・意図を模索し、意図に応じた表現方法を
追求し、創造的に表することができるよう
にする。

【主体的に学習に取り組む態度】
・主体的に美術の創造的な諸活動に取り組
み，、創造的に作品制作に取り組む。

指導事項
・計画的に制作させるため、導入部で制作
計画書を記述させ、見通しを持った作品作
りを行う。
・意図に応じて、多様な表現方法を模索さ
せる。

〇 〇 〇 ○

【知識・技能】
・対象や事象を捉える造形的な視点について理解を深め
るとともに、意図に応じて表現方法を追求することがで
きる。

【思考・判断力・表現】
・意図に応じた表現方法を創意工夫し、個性豊かで創造
的に表そうとする。

【主体的に学習に取り組む態度】
・主体的に美術の創造的な諸活動に取り組むとともに、
心豊かな生活を創造していこうとする。

配
当
時
数

１

学

期

オリエンテーション 指導事項
・自己紹介
・年間授業計画と評価
・使用教材セットの内容確認
・教科書の内容紹介

「自由制作」
【知識・技能】
・意図に応じて材料や用具の特性を生か
し、表現を工夫し、創造的に表現する。

【思考・判断力・表現】
・意図を模索し、意図に応じた表現方法を
追求し、創造的に表することができるよう
にする。

【主体的に学習に取り組む態度】
・主体的に美術の創造的な諸活動に取り組
み，、創造的に作品制作に取り組む。

指導事項
・計画的に制作させるため、導入部で制作
計画書を記述させ、見通しを持った作品作
りを行う。
・意図に応じて、多様な表現方法を模索さ
せる。

〇 〇 〇 ○

【知識・技能】
・対象や事象を捉える造形的な視点について理解を深め
るとともに、意図に応じて表現方法を追求することがで
きる。

【思考・判断力・表現】
・意図に応じた表現方法を創意工夫し、個性豊かで創造
的に表そうとする。

【主体的に学習に取り組む態度】
・主体的に美術の創造的な諸活動に取り組むとともに、
心豊かな生活を創造していこうとする。

○ ○ ○ 18

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

鑑
賞

評価規準 知 思 態

【学びに向かう力、人間性等】 生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、心豊かな生活や社会を創造していく態度を養い、豊かな情操を培う。

美術II

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

対象や事象を捉える造形的な視点について理解を深めるとと
もに、意図に応じて表現方法を創意工夫し、個性豊かで創造
的に表すことができるようにする。

造形的なよさや美しさ、表現の意図と創意工夫、美術の働き
などについて考え、主題を生成し個性豊かに発想し構想を
練ったり、自己の価値観を高めて美術や美術文化に対する見
方や感じ方を深めたりすることができるようにする。

主体的に美術の創造的な諸活動に取り組み、生涯にわたり美
術を愛好する心情を育むとともに、感性と美意識を高め、美
術文化に親しみ、心豊かな生活や社会を創造していく態度を
養う。

高校の美術2【 日本文教出版 】　　）

芸術

【 知　識　及　び　技　能 】 芸術に関する各科目の特質について理解するとともに、意図に基づいて表現するための技能を身に付けるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】 創造的な表現を工夫したり、芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにする。

芸術 美術II

芸術 美術II


